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1. 古代都市の成立 太 田 秀 通
古代 都市は、 お おざっばにいえば、 新石器時代末期の農業革命の成果のうえ
に立って、 非農牧的人口の増大を基礎として形成されたといえるが、 それ は大
体において青銅器文明の時代に属したしたかって古代都市の成 立の諸条件を







ミケー ネ文明 は王宮中心の青銅器文明で、 考古遺物自体か金・銀・銅・象牙
など の加工技術や染色・製陶などの高い 水準を示しているか 、 この文明ire伴な
う線文字B文書は王支配下の群小共同体の内部にも 鍛冶工・陶工 かすでに存在
していたことを示していム例えばピュ ロ ス出土の銅配給文書は、 2 1人・1
6人・1 2人・2 5人・1 5人・8人・2 7人・8人・9人・1 3人・2 1人
• 1 0人の鍛冶工をもつ村の存在を明らかにし ているし また村々からの襄の





示 すものである。 王宮を中心とする居住の集中やその都市的様相も 、との王国
社会 の一般的な経済発展 の水準に制約され、古代オリエントの都市と構造的に
は大差かなかったと推測される。
































ものは、 ミケ ー ネ文明没落後の暗黒時代におけるギリシア社会の新たな発展で





テセウスははじめてアテネの住民をEu pa t r i d a i (貴族） ·Ge omor o i
（農民） • Demionrgoi (職人） に分け、 貴族には栄誉を、 農民 vcは有
用性を、 職人には数における優越を与え、権限を乎等に定めたと伝えている


















































. . . ● ●  •何ノ間ニカ北ハ千住、 南ハ品川マデ家続二成クル也」（「政談J)との







6 7 4)の幕府検地により名請された屋敷のなかに1 D D戸の町屋敷か含まれ
ていたか、 そ の具体的な様相は明らかでない。 ついで宝陪7年(1757)幕
府は江戸近郊の幕領村々忙対し、 最初の商売家の調査を実施したか、 中野村は
この時青梅街道忙面した59戸の商売家を沓き上げている。 しかしその莱種は




寛政4年(1792)、 同6年、 同1 1年とくり返されたか、 寛政6年の調査
によると、商光家は1 3 4戸に増加しており、 宝腔7年の倍以上を数えている。
業種は、 背物屋の22戸かもっとも 多く、 それについで水茶屋1 5戸、 茶屋1


















中世都市ロンドン 藤 田 重 行
ここにおける課題は中世都市ロンドンの形成とその発展である。
ところで、この問題に立ち入るに先き立って、 ヨー ロッ バの中世都市とはい
かなるものか、 さらに、そのイギリスにおける具体的特質かいかなる点に求め
られるぺきかが考えられなければなるまい。
ョ ー ロッ パの中世都市について、M・ヴェ ーバー か、その著「都市の類型学」
において、固有の意味における都市をヨ ー ロッ バ社会にのみ成立しえたもので
あることを主張し、都市の自律の最盛期における中世都市の(1)政治的独立
性 (2) 自律的な法制定 (3) 自首制 Autocephaly すなわち司法・







わゆる自由都市的都市等のごとく、 その強度においてとくに著し い ものかある
か、 集権的封建国家イギリスにおいては、 かくのどとき強力な中世都市の実現
























スティ ーヴンのときにも、一度＜コミュ ー ン＞か形成されたことは、周知のこ・
とくである。集権的封建国家イギリスにおいては、大陸的な反＜コミュ ーン＞















































































































主要な都市景観を 、 できるかぎり具体的に復原する試みを行ってみた》 江戸初
期の図面には高低の記入かないか、これを近代図の標高で推定し、江戸初期の
本町あるいは日本橋から、 また駿府の主要街路（現在の静岡市新通）から、 ど







































































れ われは、 東京の 現状を改革するうえでの教訓を引き出すこ とも、決して不可
能ではない。


































その後、東京＝市街地の改造計画は、市区改正事業として、 1 8 8 0 年の
東京府における市区改正局の設置から始まり、歴代府知事の支持もあって、
東京市区改正条例の制定と、それに基づく市区改正事業（その中心は道路の

















これらの民間諸案に対して、即符案吋翌紅、 前述の 芳川顕正「市区改正論 j








づけられたのに対して、 1 8 6 8年の東京開市とと籾；東京港か国内貿易港
として発足したときから、この両港の間には、相互にふかい関連か生じた。
1 8 8 0年、 市区改正局で築港論か問題にな っ たか具体化せず、 1 8 8 7年
になっ て、府会の決議により、 川ざらえ工事か開始され九その後、第1期
隅田川口改良事業か実施され、東京港か近代的港湾として整備されるように





































-, 9 6 9 年1 2 月、岩波書店） P. 9 9 以降）
(2) 当面、東京都「銀座煉瓦街の建設」（「東京都市紀要」5、昭和3 0
年）、参照)





「近代日本経済思想史」 I 、有斐閣、昭和4 4 年） P. 2 2 3 以降3
(6) 田口の市街地改造論は、「鼎軒田口卯吉全集」第 4 • 5 巻（同刊行会、
昭和 5 年）に収録されている。
(7) 「続福沢全集」第 1 巻（岩波書店、昭和 8年）。
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(8) 「秘書類纂J財政資料・上巻（原書房、昭和4 5年）





























































































3) 釜焚場、 煙突、 居住室
銭湯建築を変貌させる要因のひとつである薪から石炭への燃料変化が、
この部分で最も注目される。 すなわちこれは、柘楷口改良に直接関係す＾
そして昭和2 6年頃の重油ボイラ ー の普及により釜焚の手間が大幅に減少
したこれに伴なう従業員数の減少より居住室の必要部屋数がへり、古い
銭湯で二階建てにしていたのが、最近では乎屋の例が多くなっている。
煙突については、明治1 8年、 参謀本部測量課により地マ ークが、同
2 0年には警視庁により高さ3 0尺であることが定められてい入江戸時
代は煙出し程度のものだったと考えられるが、明治期になると古老の話に
よれば 、前期は士管、後期は鉄管が煙突に用い られたという。 現在は鉄筋
コンクリ ー ト製が圧倒的に多い
なお、屋号は江戸時代江戸では町名をつけるのが普通であったが、 現在
2 3 区内を調べると、松の湯 (6 0 例）、寿の湯 (5 0 例）、朝日（旭）
湯 (4 9 例）以下梅、鶴、大黒等々町名以外の屋号が多数を占めている。
(3) 銭 湯分布
都条令により、 銭湯相互の距離は市街地で200m以上とされている。 こ





1 1棟、その後から今次大戦前までが2 0 0棟ほど残っている。 昭和1 2 
~2 0 年では各年 1 桁にすぎないが、 これは戦災の影響および建設エネルギ
ー の低下と考えられる。 戦後は建設も活発となり昭和2 5~3 2 年がピーク
で、 年平均12 0棟近く建てられ九，その後減少傾向が現われ、昭和33~ 





ロ）新宿、渋谷、台東、品川、江東、荒川、墨田、 豊島では昭和 2 5 年に
ピークがくるのは、戦前市街地化が進んでいた地城で、戦災をうけた銭湯の
再建が集中したためとみられる。

























あり、 その意味で、 近代以前のアジア諸都市の研究については、 そうした地城
別研究が、 是非とも必要である。 だが、 これら三つの文化的諸領城のうちで、
研究の稲進んでいるのは、 何といっても、 わが国に隣接する中国文化圏域であ
り、 その他の圏城については、 わが国内ではほとんど研究が進められていない
といっ てよい。 筆者は、 これら未開拓の領城のうちでも、 とくに北方の遊牧文
化圏内の都市の発達に興味をもち、 今回の研究においては、 これを中心に他の
アジア地城における諸都市との比較研究を試みようとつとめた》 ところで、 従













ために、 その国内に奥深く設けられた軍隊駐屯地 (cant o nme n t)である。
前者は多くの場合、 全く新しい都市の建設となったが、 後者は、 しばしば旧来
の大都城の郊外や、 その周辺の附属地帯に設けられたことが多かった ようであ
る。 前者の例としては、 中国では、 天津、 上海、 香港などの諸都市が、 インド
-24-
では、カルカック、 ポンペイ、マドラスなどの諸都市が、インドネシアではジ
ャカルク、 マライではシンガポー ル、 アラピア半島ではアデンなどの諸都市が
あげられようし 一北アフリカ沿海の諸港市もこの範疇に入るものが多い 一
後者の例としては、中国では、北京、 南京、漢口その他が、インドでは、デリ








































昭和4 3年度において は、「都市史研究班」 は①「都市の成立とその歴史的
















シャ ー プールに代表される完全な方眼状都市という、 対照的な2系統が併存す
る。 後者がひろくヘレニスム・ロ ー マ文化圏との関連においてとらえうるのに
反し、前者はペルシァ文化圏に個有のものと考えられる。 円形都市の理念は、
例えばテシフォン 、 ハ トラ、 ダラプなど、 バルティア朝の都市にさかのぼり、









評価するかぎり、 規模のいかんを問わず、 いわば都市的な性格をもつ。 建造物
の構造材料としては煉土、 日千煉瓦、 焼成煉瓦、 石材などが大部分を占める。
住宅からモスクなどの公共施設にいたるまで、 建築はほとんど例外なく中庭形
式のプランをそなえ、 これらが相互に外壁を接しあって周密に建ちならぶ。 ま
た、 個別建築の中庭面積率は大差がなく、 その結果、 都市の内部における建蔽








イラン高原の中央部に位置するイスファハ ンは、 1 9 5 6年のセンサスによ
ると人口約255,000を有し、 イラン国第5位の大都市であるが、 その市街
の形成を歴史的にみれば、 1 6世紀末から1 7世紀初頭にかけてサファヴィ ー
朝のシャ ー・ アッパスが実施した大規模な都市計画にもとづく部分と、 それ以
前に存在した部分とから成りたつ点が注目されら大学院学生・天田起雄と筆者
は共同で、 この都市の多面的な歴史的分析を試みた》 とくに主力を注いだのは、
1 9 5 6年撮影の航空写真を集成して市街の全容を視覚化し、 これを手段とし
て、 セルジュー ク朝時代にさかのぼるマスジッド・イ・ジョメー周辺の部分と、
サファヴィ ー朝時代に成立した部分とを分離し、 両者の形態を可能なかぎり綿
密に復原することであったその結果、 シャ ー ・アッ バスによる都市計画の骨
格を把握することにはほぼ成功をおさめたといえる。 南北約5 0 0 メー トル、
東西約1 5 0メ ー トルの長方形の広場メイダン・イ・シャ ーを中心として、 南
にマスジッド・イ・シャ ー 、 北にバ ザール、 東にマスジッド・イ・シェイフ・










カイラワン、 ス ー ス、 マハディア、 アルジェリアのトレムセン、 モロ ッ コのマ
























「建築文化」Vo I. 2 3, Ni. 2 6 5, 1 9 6 8
(2) 同「中央アジアのイスラー ム建築」、 日本建築学会 r 建築雑誌」Vol.
84, Ni.1005, 1969
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